
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
デ

ザ
イ
ン

・
マ
ト

リ
ッ
ク
ス

 
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
名
：

 
マ

ラ
ウ
ィ
国

中
等
理

数
科
現

職
教
員

再
訓
練
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
・

フ
ェ
ー

ズ
２

 
実

施
機
関
：

 
マ
国
教
育
科
学
技
術
省
お
よ
び

JI
C

A
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト

教
員
：

 
全
国
公
立
中
等
学
校
の
理
数

科
教
員
（

34
00

名
）
お
よ
び
公
立
中
等
学
校
の
学
校
長

 
タ

ー
ゲ
ッ
ト

地
域
：

 
全
国
６
教
育
管
区

 
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
期
間

：
 

4 
年
間

(2
00

8 
- 2

01
2)

  
Ve

rs
io

n 
1.

0 
(1

9t
h 

M
ay

, 2
00

8)
 

 
指

標
 

指
標
入
手
方

法
 

前
提
･
外
部
条

件
 

ス
ー

パ
ー
ゴ

ー
ル

:
 

 マ
ラ
ウ
イ
の
中
等
教
育
レ
ベ
ル
の

生
徒
の
能
力
が
向
上
す
る
。
 

 J
C
E
（
J
un

io
r 

Ce
rt

if
ic

at
e 

of
 E

d
uc

at
io
n
）

試
験

お
よ
び

MS
CE
（
M
a
la

wi
 S

ch
oo

l 
Ce

rt
if

ic
at

e 
o
f 

E
d
uc
at
io
n
）
試
験
の
合
格
率
の
向
上
。
 

  N
at

io
na

l 
Ex

am
in

at
io

n 
re

su
lts

 週
当
た
り
最
低
理
数
科
授
業

数
が
維
持
さ
れ
る
。
生
徒
の

学
習
環
境
が
維
持
さ
れ
る
。
 

上
位

目
標

:
 

 
 

マ
ラ
ウ
イ
の
中
等
教
育
レ
ベ
ル
に

お
け
る
理
数
科
の
授
業
お
よ
び
学

習
の
質
が
向
上
す
る
。
 

 (a
) 

教
育

省
教

授
法

指
導
サ

ー
ビ

ス
局
（

E
du

ca
ti

on
 
M
et

ho
ds

 
A
dv

is
or
y
 
S
er

vi
ce

s:
 
E
MA

S
）

に
よ

っ
て

測
定

さ
れ

る
、

全
国

か
ら

サ
ン

プ
リ

ン
グ

さ
れ

た
中

等
理

数
科

教
員

の
「

授
業

の
質

指
標

」
の

平
均

値
が

、
1
～

5
の

ス
ケ

ー

ル
で

3
.0

以
上
と
な
る
。
 

(b
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
評

価
チ

ー
ム

に
よ

る
全

国
か

ら
サ

ン
プ

リ
ン

グ
さ

れ
た

中
等

理
数

科
教

員
の

A
S
EI
/P
DS
I
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
平
均
点
が
、
0
～
4
の
ス
ケ
ー
ル
で
、
2
.5

以
上
と
な
る
。
 

 (a
) 

EM
A

S 
M

&
E 

re
po

rts
   

   
   

   
   

 
 (b

) 
Pr

oj
ec

t M
&

E 
re

po
rts

   

 教
師

の
異

動
が

頻
繁

に
は

起

こ
ら
な
い
。
 

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目
標

:
 

 中
等
教
育
レ
ベ
ル
の
理
数
科
の
質

の
高
い
現
職
教
員
研
修
（
I
N
SE
T
）

が
教
育
管
区
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ

る
。
 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
チ
ー
ム
に
よ
る

I
NS
ET

事
前
・
事
後
評
価
を

通
じ
て
測
定
さ
れ
る
地
方
研
修
の
「
I
N
SE
T
質
指
標
」
の
平
均
値
が

0～
4
の
ス
ケ
ー
ル
で

2
．
5
以
上
と
な
る
。
 
 

 Pr
oj

ec
t M

&
E 

re
po

rts
  

  
 

 地
方

研
修

講
師

の
異

動
が

頻

繁
に
は
起
こ
ら
な
い
。
 

 
 

成
果

:
 
 

 1
．
地
方
研
修
講
師
の
能
力
が
強
化

さ
れ
る
。
 

 2
．
中
央
･
地
方
の
研
修
セ
ン
タ
ー

が
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
強

化
さ
れ
る
。
 

   3
．
中
央
･
地
方
の
現
職
教
員
研
修

お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
る
。
 

     4
．
学
校
・
地
方
教
育
行
政
レ
ベ
ル

で
持
続
的
な
現
職
教
員
研
修
の
運

営
体
制
が
強
化
さ
れ
る
。
 

 1
(
a)
 2
40

名
以
上
の
地
方
研
修
講
師
が
適
切
な
研
修
を
受
け
る
。
 

1
(
b)
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

評
価

チ
ー

ム
が

調
査

す
る

研
修

講
師

能
力

指
標

（
T
r
a
in
e
r
 
C
ap

ac
it

y 

I
n
de
x
）
に
お
い

て
、
中
央
お
よ
び
地
方
研
修
講
師
が
、
0
～
4
の
ス
ケ
ー
ル
で
、
3
.0

以
上
と
な
る
。
 

 2
(
a)
 
最
低

1
箇
所
の
中
央
研
修
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
１
９
箇
所
の
地
方
研
修
セ
ン
タ
ー
が
補
修
さ
れ
、
機
材
が
整
備
さ
れ

る
。
 

2
(
b)
 
地
方
研
修
セ
ン
タ
ー
の
施
設
環
境
の
改
善
を
行
う
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
開
発
す
る
。
 

2
(
c)
 
地
方
研
修
セ
ン
タ
ー
の
施
設
環
境
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
設
定
さ
れ
た
レ
ベ
ル
に
達
す
る
。
 

2
(
d)
 
現
職
教
員
研
修
の
教
材
、
機
材
が
、
教
員
の
活
動
に
十
分
活
用
さ
れ
る
。
 

 3
(
a)
 
マ
ラ
ウ
イ
の
全
国

19
箇
所
の
地
方
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
毎
年

1
回
の
現
職
教
員
研
修
が
実
施
さ
れ
る
。
 

3
(
b)
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

評
価

チ
ー

ム
が

調
査

す
る

「
研

修
の

質
指

標
（

IN
SE

T 
Q
ua

li
t
y 

I
nd

ex
）

」

に
お
い
て
、
中
央
研
修
が
、
0
～
4
の
ス
ケ
ー
ル
で
、
2
.5

以
上
と
な
る
。
 

3
(
c)
 
全
国
公
立
学
校
の
中
等
理
数
科
教
員
の

7
5
％
以
上
が
、
地
方
研
修
に
参
加
す
る
。
 

3
(
d)
 
地
方
研
修
教
材
が
各
サ
イ
ク
ル
あ
た
り
、
９
種
類
作
成
さ
れ
る
（
S
E
ED

は
合
計

5
種
類
（
4
科
目
お
よ
び
全
体
講

義
1
）
、
他
教
育
管
区
は
合
計

4
種
類
（
3
科
目
お
よ
び
全
体
講
義

1）
）
。
 

3
(
e)
 
教
員
研
修
ご
と
に
、
地
方
研
修
の

M
&E

報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
。
 

 4
(
a)
 
地
方
研
修
実
施
の
た
め
の
経
費
基
金
へ
の
マ
ラ
ウ
イ
側
の
資
金
支
援
が
向
上
す
る
。
 

4
(
b)
 
学

校
長

、
教

育
省

お
よ

び
教

育
管

区
事

務
所

の
行

政
官

が
、

運
営

管
理

能
力

強
化

の
研

修
に

参
加

す
る

。
（

参
加

者
数
値
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、
確
定
予
定
）
 

 Pr
oj

ec
t M

&
E 

re
po

rts
 

 中
央

講
師

の
異

動
が

頻
繁

に

は
起
こ
ら
な
い
。
 

  他
教
育
分
野
の
活
動
が
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
妨
げ
と

な
ら
な
い
。
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活
動

:
 

 1
-
1
 
中

央
研

修
講

師
の

TO
R
と

選
定

ク
ラ

イ
テ

リ
ア

を
設

定
す

る
。

 

1
-
2
 
中

央
研

修
講

師
を

選
定

す
る
。
 

1
-
3
 
中

央
研

修
講

師
に

対
し

て
研
修
を
行
う
。
 

1
-
4
 
地

方
研

修
講

師
を

選
定

す
る
た
め
に
、
理
数
科
教
員
に
対
し
て
啓
発
活

動
を
行
う
。
 

1
-
5
 
地

方
研

修
講

師
の

TO
R
と

選
定

ク
ラ

イ
テ

リ
ア

を
設

定
す

る
。

 

1
-
6
 
地

方
研

修
講

師
を

選
定

す
る
。
 

1
-
7
 
地

方
研

修
講

師
に

対
し

て
研
修
を
行
う
。
 

1
-
8 

 
地
方
研
修
講
師
の
研
修
会
を
実
施
す
る
。
 

 2
-
1
 
地

方
研

修
セ

ン
タ

ー
選

定
基
準
を
設
定
す
る
。
 

2
-
2
 
ド

マ
シ

教
員

養
成

校
お

よ
び
（
今
後
選
定
さ
れ
る
場
所
）
を
中
央
研
修

セ
ン
タ
ー
と
し
て
選
定
し
、
機
材
整
備
を
行
う
。
 

2
-
3
 
学

校
を

地
方

研
修

セ
ン

タ
ー
と
し
て
選
定
す
る
。
 

2
-
4
 
地

方
研

修
セ

ン
タ

ー
の

設
備
最
低
基
準
を
設
定
す
る
。
 

2
-
5 

 
地
方
研
修
セ
ン
タ
ー
に
選
定
さ
れ
た
学
校
の
現
在
の
施
設
環
境
の
現
状

を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
す
る
。
 

2
-
6
 
地

方
研

修
セ

ン
タ

ー
選

定
校
の
補
修
、
維
持
管
理
を
行
う
。
 

2
-
7
 
地

方
研

修
セ

ン
タ

ー
に

授
業
教

材
･
設

備
を

供
与

す
る

。
 

2
-
8
 
地

方
研

修
セ

ン
タ

ー
の

機
材
･
設

備
の

維
持

管
理

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
す
る
。
 

 3
-
1
 
教

員
の

ニ
ー

ズ
の

ベ
ー

ス
ラ
イ
ン
調
査
を
実
施
す
る
。
 

3
-
2
 
教

員
研

修
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を
開
発
す
る
。
 

3
-
3
 
中

央
研

修
を

実
施

す
る

。
 

3
-
4
 
中

央
研

修
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
評
価
を
実
施
す
る
。
 

3
-
5 

 
地
方
研
修
を
実
施
す
る
。
 

3
-
6 

 
地
方
研
修
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
を
実
施
す
る
。
 
 

 4
-
1 

教
員
研
修
に
関
す
る
様
々
な
委
員
会
の

T
OR

を
設
定
す
る
。
 

4
-
2 

P
T
A
、

学
校

運
営

委
員

会
、

教
育

省
職

員
等

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
向

け
の
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
。
 

4
-
3 

教
育
管
区
レ
ベ
ル
で
教
員
研
修
の
運
営
委
員
会
を
設
置
す
る
。
 

4
-
4 

地
方
研
修
基
金
を
設
置
す
る
。
 

4
-
5 

研
修

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
ス

タ
デ

ィ
ツ

ア
ー

を
通

じ
て

、
す

べ
て

の

レ
ベ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
。
 

4
-
6 

新
聞
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
ラ
ジ
オ
、
T
V
等
を
通
じ
て
、
教
員
研
修
活

動
の
広
報
を
行
う
。
 

 

投
入

:
 

 1
.
  
マ
ラ
ウ
ィ
側
:
 

(a
) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
執
務
環
境
 
 

(b
) 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
活
動
経
費
 

(c
) 

D
T
ED

か
ら

N
at
io
na
l 
Co
or
di
na
to
r
の
配
置
 

(d
) 

専
従
の
中
央
研
修
講
師
の
配
置
 

(e
) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要
な
経
費
（
I
N
SE
T
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
）
 

 2
.
 
日
本
側
:
 

(a
) 

日
本
、
ケ
ニ
ア
お
よ
び
第
三
国
で
の
研
修
 

(b
) 

機
材
供
与
 

(c
) 

長
期
・
短
期
専
門
家
の
派
遣
 

(d
) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要
な
経
費
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